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7レoo乃o加1〃 吻vθ 刀61〃zηvarわ051勧 潮 吻o〃isaperennialherb,endemictoJapan,growinginseashore.

Plantdensit》 もplantsize,andvegetationwereinvestigatedfbrapopulationof7τvθ ηθ1〃1ηvar.ゐ051ん 〃捌1ηoη

inOkhotskcoast,Hokkaido.7:vε ηα祝襯var.わ08∫ ん〃r蹴 ηoηplantsgrewonsteeprockyslopeandbelowthe

slope.Plantdensitywerel-33/m2(16.6/m2inmean),andeachplantreachedto8-82cm(47.3cminmean)

inheight.Highplantdensitysuggeststhatsexualreproductionisvigorousbutsafbsiteinseedling

establishmentisstronglylimited.Neverthelessinsevereconditionofstrongdroughtandwind,

morphologiesof7:vθ ηε1〃〃zvaL如 ε1ん㍑溜 〃20ηshowedtallherbtype.Thesurroundingvegetationis

consistedofof飴horeplantsandwastelandplants,thefb㎜erweremuchontheslopeandthelatterwere

belowtheslope,respectivel》 ㌃

はじめに

人の経済活動域の拡大に伴い、国内の全域で自

然環境の悪化が進んでおり、絶滅に瀕した生物種

が増加している。これを受けて国や地方自治体に

よるレッドデータブ ックの編纂が行なわれている。

しかし、保護策の検討のために必要である種ごと

の分布 ・有効個体群サイズ ・生理や生態的な特徴

などについては不明な点が多 く、 これらの解明は

環 境 行 政 の 重 要 な 課 題 の 一 つ で あ る 。

バ シ ク ル モ ン 丑αc加〃痂㍑〃2veηe顔〃1var

わo磁躍〃〃20ηは 、海 岸 の 草 地 や 岩 地 、 とき に 内 陸 の

蛇 紋 岩 地 に 生 え る多 年 草 で 、 茎 は40～80cmに な り

枝 分 か れ す る(村 田1981;滝 田2001)。 枝 先 に 円

錐 花 序 を つ け 、 淡 紅 紫 色 の 釣 鐘 状 の 花 を 咲 かせ る 。

日本 固 有 種 で 、 北 海 道 ～ 本 州(青 森 県 ～ 新 潟 県 の

日本 海 側)に 分 布 す る と さ れ る。ECPLANT(日 野
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図1.調 査 区 の 概 要.

問1993)に よると桧山 ・後志 ・石狩 ・網走の各管

内に分布するが産地はご く少なく、北海道(2001)

のレッドデータブ ックでは絶滅危急種(Vu)に 、環

境庁(2000)の レッドデータブックでは絶滅危惧

IB類 にそれぞれ指定 されている。ただし、本種も

情報の少ない種の一つである。

今回、知床半島の1ヶ 所において本種の生育を

確認したので、固定調査区を設置するとともに個

体群調査 ・植生調査を実施 した。ここではその結

果を紹介するとともに、今後の調査の方針につい

て述べる。調査には地元在住の羽田野是氏に参加

いただいた。また、さっぽ ろ自然調査館 の渡辺

修 ・渡辺展之の各氏には有益なコメン トと作図の

協力をいただいた。これ らの方々には心か ら感謝

申し上げる。

方法

(1)植 生

調査は2001年9月29日 に行なった。稀少種保護

の観点から調査地の位置については明示を避ける

が、斜里町の海岸部の岩場である。バシクルモン

は、約12m×7mの 範囲に数百個体が生育 してい

た。このうちの48r㎡の固定調査区を設け(図1)、

この中を2m×2mの 方形区に分割した。バシク

ルモンを含む群落の植生を把握するため、各方形

区内の出現種名と各種の被度を記録した。被度は

10%ご とに記録し、10%未 満については5%・1%・

0.1%(+)と した。不明な植物については標本を

採集 し、後 日同定した(採 集 した標本は証拠用に

保管 している)。 同定は基本的に滝田(2001)に 基

20
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麟
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無岩区 一部岩区

図2.基 質条 件 と平均種 数 の関 係.

露岩区
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表1.バ シ クル モ ン調査 区 の植 生.

方形区No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

基質(岩 の割合%) 0 0 <20 <20 100 >90 <20 100 100 <20 100 100

種数 6 16 22 12 14 10 19 10 0 10 6 15

合計被度(%) 91.1 57.6 70.2 90.8 52.9 32.5 94 31.5 0 75.4 8.2 21.4

バシクルモンS 1 20 30 10 20 20 10 10 5 5

エゾノヨモギギクS 1 1 十 十 1 十

キパナノカワラマツバS 1 十 十 十 十 十

ウシノケグサS 十 10 十 1 5 十 1 1 20

ハマオトコヨモギS 十 5 10 5 十 5 1 十

エゾオオバコS 十 十 十

アサギリソウS 十 十 1

ヒロハウラジロヨモギS 十 10 十 1 10 10 十 十

ハマヒルガオS 十 十 十 1 十 5 5

ハマナスS 20

エゾヒナノウスツボS 十

マルバトウキS 十

シャジクソウS
十

ナガバグサN 70 1 10 60 十 30 十 10 十

カモガヤN 5 20 5 10 1 5 十

ヒメスイパN 十 十

ヘラオオバコN 10 十

コヌカグサN 1 1 十

メマツヨイグサN 1 十 十 十 十 十 十

ノラニンジンN 十 1 1 十

ムラサキツメクサN 十 十

'オオ アワガエ リN
十 十

あ

十

アキタブキW 5 1 十

一 彪 一 一一 口●

スギナW 1 十 十 十 十 十 十

オオヨモギW 5 20 20 十

コウゾリナW 十 十 十

セイヨウタンポポN 十

ミミナグサW 十

ノゲシW
十

ヤマブドウ 10 10

スゲsp 1

ミヤマハンノキ 十

アキノキ リンソウ 1

アキカラマツ 十 十

ヨシ 10 30

イタヤカエデ 十 十

ハルニ レ 十 十 十 十

ヤチダモ 十 十 』

注)種 名末尾のNは帰化種,Wは 在来の荒地植物,Sは 海岸植物であることを示す.
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図3.基 質条件 と各植物群 の平均被度 との関係.

づき、 イネ科は長田(1989)に 基づいた。出現種

はそれぞれ 「海岸植物」 「荒地植物」 「その他」に

分類 した。荒地植物は在来か帰化かを区別した。

また、方形区ごとに基質の状況を 「岩が90%以

上(露 岩区)」 「岩が20%以 下(一 部岩区)」 「岩が

0%(無 岩区)」 に区分して記録した。

(2)個 体分布

バシクルモンの個体群調査は、固定調査区のう

ち4m×2mに 生育する個体のみについて行なった。

各個体の根元にプラステ ィック製のラベルをつけ、

個体ごとに位置(XY座 標値)・高さ・地上茎の本

数を記録した。
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図4.高 さの頻度 分布.

(3)分 析

各基質問の出現種数 ・合計被度の平均値の比較

には、ノンパ ラメ トリック多重比較検 定(Zar

1996)を 用いた。また、個体の高 さと地上茎の本

数との関係、荒地植物の合計被度 とバシクルモン

の被度との関係については、それぞれ回帰分析を

行なった。

[回

80

40

0

1 2 3 4

本数1個 体

図5.個 体 当た りの地 上 茎数 の頻度 分布.

結 果

(1)植 生

出 現 種 は バ シ クル モ ン を 含 めて38種 だ っ た(表

1)。 この う ち、 エ ゾ ノ ヨ モ ギ ギ ク ・ア サ ギ リソ ウ

な ど13種 は 海 岸 植 物 だ った が 、 荒 地 性 の植 物 も16

種 と多 く、 こ の うち ナ ガ パ グ サ ・カ モ ガ ヤ な ど10

種 は 帰 化 種 だ っ た。 また 、 イ タ ヤ カエ デ ・ヤ チ ダ

モ ・ハ ル ニ レ な ど の 木 本 の稚 樹 も見 られ た 。 出 現

頻 度 が も っ と も 高 か っ た バ シ クル モ ン は12方 形 区

中10方 形 区 に 出 現 し た。 次 い で 、 ナ ガ パ グ サ ・ウ

シ ノケ グ サ が9方 形 区、 ヒ ロハ ウ ラ ジ ロ ヨ モギ ・

ハ マ オ トコ ヨモ ギ が 各8方 形 区だ った 。

各 方 形 区 の 種 数 は0～22種 、 合 計 被 度 は0～

94.0%だ っ た(表1)。 露 岩 区 で は0～15種(平 均

9.2種;図2)、0～52.9%(平 均24.4%;図3)だ

っ た。 一 部 岩 区 で は10～22種(平 均15.8種)、70.2

～94 .0%(平 均82.6%)だ った 。 無岩 区 で は6～16種

(平均11.0種)、57.6～91.1%(平 均74.4%)だ っ た。

バ シ クル モ ン の 被 度 は0～30%(平 均11%)で 、

露 岩 区で は 平 均9.2%、.一 部 岩 区 で は 平 均13.8%、

無 岩 区 で は 平 均10.5%だ った 。 基 質 の違 い に よ る

差 は 有 意 で は な か っ た(p>050)。 荒 地 性 の 植 物
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は 、露 岩 区 で は 平 均0.4%に 対 し、一一部 岩 区 で は 平

均45.1%、 無 岩 区 で は 平 均57.2%と そ れ ぞ れ 有 意

に 高 か っ た(露 岩 区 一一・部 岩 区:p<0.05,露 岩

区 一 無岩 区:0.05〈p<0.10)。 荒 地 植 物 の 合 計 被

度 と バ シ クル モ ン の被 度 と の 問 に 明 らか な 相 関 関

係 は 認 め られ な か っ た(p=0.240)。

(2)個 体 群 構 造

バ シ クル モ ン は 、調 査 し た4m×2mの 範 囲(無

岩 区 の み)に は133個 体 あ り、lm×lmの グ リ ッ ド

に は そ れ ぞ れ1～33個 体(平 均16.6個 体)が 生 育

し て い た 。

各個 体 の高 さ は8～82cm(平 均47.3cm;図4)、 個

体 当 た りの 地 上 茎 の 本 数 は1～4本(平 均1.3本;

図5)だ った 。 個 体 の 高 さ と 地 上 茎 の本 数 と の 間

に は 弱 い 正 の相 関 が あ った(y=o .0122x+o.695,

R2=0.llO,p<0.0001)。

考察

(1)バ シクルモンの生育地の特徴

今回確認 されたバシクルモンの生育地は、オホ
ーック海に面した海岸の安山岩質の岩場にある

。

バシクルモンは岩場本体の内陸側(南 方向)に 向

いた斜面に多 く生育し、特に節理に沿 って集中的

に分布 していたが、斜面下の岩屑(小 礫～砂状)

が堆積 した場所にも数多 く見 られた。このような

環境は、これ まで知 られている本種 の生育環境

(村田1981;滝 田2001)に 一致するものである。

岩場では少数種の海岸植物がまば らな群落を形成

しているが、岩屑堆積地では荒地植物の種数が多

く被度も大きかった。

また、南向きの岩場のため、晴天時にはかなり

乾燥 ・高温が予想され、本種はこれ らに対する耐

性が高いと考えられる。ただし、岩場の上部にい

くにつれて他の植物もわずかとなるが、本種のサ

イズも次第に小さくなる様子が観察された。

(2)バ シクルモンの生育状況

バシクルモンは平均高が47cmに 達し、全般的に

共存する他の植物と比べて背が高かった。岩場や

その周辺はかな り風衝が強いと考えられ、多 くの

植物が小型化 した り葡旬 した りして生育している

のに対し、特異であった。 このような形態である

ことは、茎が丈夫でしなやかなために容易には折

れないことを示唆している。

調査地では1㎡ あた り平均17個 体と高密度で生

育していた。地下茎による栄養繁殖の可能性 も完

全には排除できないが、岩場やその周辺では地下

茎の伸長が難しいことを考えると種子繁殖によっ

て増殖した可能性が高いと思われる。また、岩場

では他の植物の被圧がないので、発芽定着率が高

くな りやすいことも影響していると考えられる。

一・方で、本調査地におけるバシクルモン個体群の

生育面積は広 く見積 もっても100r㎡以下で、実生

の定着適地が極めて限 られていることを示唆して

いる。 また、本調査地では帰化植物などが多 く、

今後 これらの増加に伴って発芽定着が阻害される

可能性 もあ り、注意が必要である。

(3)今 後の調査について

固定式の調査区を設置したことから、今後、定

期的に追跡調査を実施し、個体ベースの変化(生

死 ・成長 ・繁殖)を 明らかにしてい く。また、今

回は岩場以外の個体についてのみ調査対象とした

が、比較のために岩場の個体についても同様の調

査を実施したい。さらに、将来的には新たな調査

として以下の項 口を考えている。

調査時にはすでに果序が脱落しており、開花結

実に関する情報がまった く得 られなかった。今後

はこの点を明らかにするために、開花期および結

実期に調査を実施する必要がある。また、より広

域における本種の個体群構造(メ タ個体群構造)

を把握するために、今回見つかった集団とは別の

集団が他にないか周辺を踏査する必要がある。 さ

らに、本種は顕著な隔離分布を示すが、他地域の

集団と個体群構造や生育環境、形態変異などを比

較 していくことも本種の理解のために必要である

と考えられる。
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